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令和４年度第１回小金井市環境審議会会議録 

 

１ 開催日 令和４年６月２８日（火） 

２ 時 間 午前９時３０分から午前１１時５５分まで 

３ 場 所 小金井市商工会館２階 大会議室 

４ 報告事項 (1) 令和３年度省エネチャレンジ事業実施結果について（資料４） 

(2) 令和３年度環境啓発事業実施結果について（資料５） 

(3) 令和３年度各種環境測定結果について（資料６～１１） 

(4) 令和４年度環境政策課環境係の事業計画について（資料１２） 

５ 議 事 (1) 第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画について（資料２） 

(2) 小金井市環境配慮住宅型研修施設（環境楽習館）について（資料

３） 

 

６ その他 

７ 次回審議会の日程について 

８ 出席者 (1) 審議会委員 

  会 長 池上 貴志 

  副会長 椿 真智子 

  委 員 高田 雅之、土屋  健 

      羽田野 勉、中里 成子 

      田頭 祐子 

(2) 事務局員 

  環境政策課長  岩佐 健一郎 

  環境係長    高野 修平 

  環境係専任主査 荻原  博 

  環境係     阪本 晴子 

９ 傍聴者 １名 
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令和４年度第１回小金井市環境審議会会議録 

 

 

岩佐課長   それでは、定刻になりましたので、令和４年度第１回小金井市環境

審議会を開催させていただきます。 

 私は、環境政策課長の岩佐と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。着座にて失礼いたします。 

 後ほど第１０期の会長が決まるまでの間、私のほうで進行を務めさ

せていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 開会に先立ちまして、事務局より１点、事務連絡を申し上げさせて

いただきます。 

 会議録の作成に際しましては、事務局より、ＩＣレコーダーの録音

方式となっておりますので、御発言の際は、御面倒ですが、御自身の

お名前を先におっしゃってから御発言をお願いいたします。御協力を

よろしくお願いいたします。 

 また、今回は新任委員就任後、初の審議会の開催となりますので、

それぞれ委嘱状を交付させていただくところでございますけれども、

本日は、御審議いただく内容が大変多くなっておりますし、コロナの

関係もございます。時間に限りもございますので、誠に恐縮でござい

ますけれども、あらかじめ皆様の机上に配付させていただいておりま

すので、何とぞ御了承ください。 

 最初に、本来であれば、本市の環境部長、柿﨑より委員の皆様に御

挨拶をさせていただくところでございましたけれども、公務の都合上、

本日は欠席をさせていただいております。よろしくお伝えくださいと

いうことでしたので、御了承いただければと思います。 

 それでは初めに、委員の皆様に、お一人ずつ自己紹介をお願いした

いと思います。 

 なお、本日、公募市民の橋本委員、商工会理事の高木委員、関係行

政機関の東京都多摩環境事務所長の近藤委員に欠席の御連絡をいただ

いていますので、お伝えさせていただきます。 

 それでは、自己紹介に移りたいと思いますけれども、大変申し訳ご

ざいませんが、議事の都合上、お一人様１分程度でお願いできればと
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思います。 

 田頭委員から、順番に反時計回り、左回りで自己紹介をお願いでき

ればと思います。 

 それでは、よろしいでしょうか。座ったままで結構でございます。 

田頭委員   それでは、皆様、初めましての方が多いと思います。田頭祐子と申

します。 

 今、立場的には、環境市民会議という、小金井市環境基本条例に基

づいて位置づけられました活動、団体がありまして、立ち上げ当時か

ら関わっていました。 

昨年度が副代表で、今年度は代表を賜っております。 

 もともと市民会議に入ったときも、武蔵野公園でプレイパークをつ

くる会をやっていまして、武蔵野公園の自然とか野川の流れが、先輩

の市民の方々の努力によって再生された、復活されたということを知

りました。そういった市民活動がとても小金井の魅力だなと思いまし

たので、そこから環境というテーマにも関わるようになったと思って

います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

中里委員   中里と申します。よろしくお願いいたします。 

 私は皆様のように専門知識は全くございません。何のバックグラウ

ンドもございません。一主婦でございます。長いこと、定年になるま

で都心に通勤しておりました関係で、あまり小金井市に根差しており

ませんでした。 

 定年を迎えまして、水と緑が自慢の小金井で、これからも長く住ん

でいきたいと思ったときに、健康問題でありますとか、防災の面であ

りますとか、考えたときに、一番重要なのは環境問題ではないかとい

うことに改めて気がつきまして、それでこの審議会に応募させていた

だきました。 

 今期２期目でございます。どうぞよろしく、皆様、御指導ください

ませ。 

羽田野委員  羽田野と申します。今期、３期目になります。 

 私も小金井に住んで４０年以上になりまして、環境とか家の周りの

状況というのはいろいろ関心がありますが、３期目ということで、今
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回、自分自身としての集大成みたいな形で臨みたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

土屋委員   土屋です。よろしくお願いいたします。 

 私は農業をやっている関係で、環境問題は身近に接する問題だと思

っていますので、私が分かる範囲になってしまいますけれども、皆さ

んのお力になれればと思いますので、今期もよろしくお願いいたしま

す。 

池上委員   東京農工大学の池上と申します。今期で３期目となります。 

 工学部の小金井キャンパスで研究しておりまして、再生可能エネル

ギー、太陽光発、風力発電をもっともっと普及させるために、再生可

能エネルギーは出力が変動する電源ですので、それをできるだけ受け

入れられるような電力システムにするために、どういう技術が必要か

というような研究をしております。 

 前期、会長を務めさせていただきました。今期もどうぞよろしくお

願いいたします。 

高田委員   皆さんよろしくお願いいたします。法政大学人間環境学部におりま

す、高田と申します。今期、初めての参加ということになります。 

 私は、水辺といいますか、専門的には湿地というのですけれども、

幅広く水辺とか湿地を研究しておりまして、それにとどまらず、自然

環境、環境問題全般に幅広い関心を持って、学生を指導しております。 

 小金井は法政大学のキャンパスがありますので、しばしば来るぐら

いの御縁でしたが、これを機に、大いに小金井に関心を持って、勉強

させていただきたいと思っています。環境というのは、これからのま

ちづくりに重要なキーワードになると思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

椿委員    皆様、初めまして。東京学芸大学の地理学分野に所属しております

椿真智子と申します。私もこの委員会は初めてとなりますので、いろ

いろ御指導いただければと思います。 

 学芸大学へ勤めまして結構長くなりまして、日頃から学生共々、は

け周辺はよく巡検で歩いたり、それから、いろんな形で地域文化、歴

史、生活文化と環境、自然環境との関係というところに関心を持って、

やっております。 
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 大学も、省エネに向けて色々やっている一方で、教職員、学生はじ

め、自分事として捉えられない面があると思っております。ぜひ地域

の方々に、あるいは行政の方々に、いろいろ刺激をいただきながら、

また大学教育にも還元したいなと思っておりますし、いろんな形でコ

ミュニケーションできたらありがたく思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

岩佐課長   皆様、どうもありがとうございました。 

 引き続きまして、事務局の御紹介をさせていただきます。 

 環境係長の高野でございます。 

高野係長   高野です。よろしくお願いします。 

岩佐課長   環境係主査の荻原でございます。 

荻原専任主査 荻原です。よろしくお願いいたします。 

岩佐課長   会計年度任用職員の阪本でございます。 

阪本環境係  阪本です。よろしくお願いいたします。 

岩佐課長   それと、環境係はもう一人、鳴海という職員がおりますけれども、

本日、都合により欠席させていただきますが、この体制で進めてまい

りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、これから審議を進めていくに当たりまして、小金井市環

境基本条例施行規則第２条第２項の規定に基づきまして、議事を取り

仕切っていただきます会長及び副会長を、互選にてお決めいただきた

いと思います。 

 なお、会長職は、慣例で毎回、学識経験者の方にお願いをさせてい

ただいております。 

 まず、会長の互選につきまして、どなたか立候補してくださいます

方、または推薦してくださいます方がいらっしゃいましたら、挙手を

お願いいたします。いかがでしょうか。 

池上委員   池上です。昨年度まで、第２期で会長を務めさせていただきました。

今期３期目となりますので、引き続き、皆様がよろしければ、務めさ

せていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

岩佐課長   どうもありがとうございます。池上委員から立候補いただきました。 

 皆様、会長は池上委員にお願いすることとしたいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
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（拍  手） 

岩佐課長   ありがとうございます。皆様の御同意がいただけましたので、会長

は池上委員にお願いすることと決定いたします。 

 それでは、私の役目はここで終了させていただきまして、会長とな

られました池上委員に、一言御挨拶をいただいた後に、議事の進行を

お願いしたいと思います。 

 池上委員、会長席のほうにお願いいたします。 

池上会長   池上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 小金井市は、昨年度まで本審議会の会長を務めさせていただきまし

たけれども、昨年度まで、２期の間に、環境基本計画が出たり、今年

の初めには小金井市長のほうからゼロカーボンの宣言が出たり、脱炭

素の社会に向かって、取組が急速に進んでいるところかなと思います。 

 この２年の間にもいろいろな動きがあるかと思いますので、皆様の

御協力をいただけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは引き続きまして、これから審議を進めていくに当たりまし

て、会長職を補佐していただきます副会長１名を、互選にて決めさせ

ていただきたいと思います。 

 どなたか立候補してくださいます方、また、御推薦いただける方が

いらっしゃいましたら、挙手をお願いいたします。 

 椿委員。 

椿委員    実は、昨年度までこの委員会の副会長をやっておりました小柳委員

が、本学の環境教育研究センターの同じ教員でもございましたので、

もしよろしければ、副会長をやらせていただければと思っております。 

（拍  手） 

池上会長   ありがとうございます。それでは、副会長を椿委員にお願いすると

いうことで、よろしくお願いいたします。 

 それでは、椿委員、副会長席のほうにお願いいたします。 

 椿委員、もし何か、さらに一言ございましたら。 

椿副会長   先ほども申し上げましたように、私もこの委員会は初めてとなりま

す。それで日々、地域の方々でいろんな活動を、研究調査を含め、さ

れている方々のお話を承ることも多く、大変エネルギーをいただいて

まいりましたので、何か少しでも御恩返しができればなというふうに
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思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

池上会長   よろしくお願いいたします。 

 それでは早速、議事のほうに入りたいと思いますが、本日、大変資

料が多くなっておりますので、事務局のほうから、配布資料の確認を

よろしくお願いいたします。 

高野係長   環境係長の高野です。 

 本日、資料１２点と参考資料が５点ございます。 

 本日配布しました資料としては、Ａ４の１枚、次第と、参考資料で

あります第１０期環境審議会委員名簿、参考資料２の小金井市環境基

本条例の抜粋、それと参考資料３で、市立公園についての５月に市民

説明会を行った際の資料、参考資料４としまして報告項目質問票、あ

と、参考資料５市報こがねいの環境特集号です。 

   それから、委員の皆様には事前にお配りをしております、資料１、小金井市

気候非常事態宣言について、資料２、第２次小金井市地球温暖化対策

地域推進計画について、資料３としまして環境配慮住宅型研修施設に

ついて、こちらが事前に配付した資料になります。もし、今日お持ち

でない委員の方がいらっしゃいましたらお渡しいたしますが、皆様お

持ちでしょうか。 

 続きまして、本日お配りしました資料として、資料４、令和３年度

省エネチャレンジ事業実施結果について、資料５、令和３年度環境啓

発事業実施結果について、あと、冊子になりますが、資料６、ダイオ

キシン類調査について、資料７、自動車騒音常時監視調査結果につい

て、資料８、道路交通騒音振動の要請限度調査結果について、資料９、

大気質調査について、資料１０、水質監視測定及び湧水調査について、

資料１１、水質監視測定及び湧水・地下水位調査について、最後にな

ります、資料１２、令和４年度環境政策課環境係の事業計画について

です。 

岩佐課長   こちらは、水色のフラットファイルのものが資料７と資料８という

ことになるかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

高野係長   新任の委員の皆様には、第３次小金井市環境基本計画というものと、

あと、皆様全員に、第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画の概

要版をお渡ししております。 
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 もし第３次小金井市環境基本計画がお手元に今日ないという方がい

らっしゃいましたら、お渡しすることができますが、皆様お手元にあ

りますでしょうか。 

 では、皆様、資料はお手元にあるということで、進めさせていただ

きます。 

 私のほうから、配布資料の説明は以上です。 

池上会長   どうもありがとうございました。 

 それでは、今回は新委員就任後、初の審議会の開催となりますので、

議題に入ります前に、まず、次第の６番、小金井市の環境政策の現状

についてというところで、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

高野係長   事務局の高野です。引き続きお願いします。 

 今回は、第１０期審議会の初回でございますので、本審議会を含む

小金井市の会議の原則及び本審議会の役割等を説明させていただいた

後、小金井市の環境政策の現状につきまして、説明をさせていただき

ます。 

 長くなりますので、引き続き着座にて失礼いたします。 

 まず、小金井市の会議の原則及び小金井市環境審議会の役割につい

て説明いたします。 

 小金井市の会議の原則についてです。 

 環境審議会は、小金井市市民参加条例第２条第３号に規定する附属

機関等の会議として規定されておりまして、その運営につきましては、

特別な理由がない限り、会議の公開、会議録の作成、会議録の公開等

の原則に則って開催しております。 

 会議の公開につきましては、会議の開催中に傍聴席を設置しており

まして、傍聴者の方にも、委員の皆様にお配りさせていただいている

資料と同様のものを御覧になっていただきながら、会議を傍聴してい

ただく形を取っております。 

 また、傍聴に来られた方につきましては、意見・提案シートという

ものを御用意しております。これは、今回を含む審議会の検討内容な

どにつきまして、傍聴の結果、意見等があった場合につきましては、

事務局まで御提出していただくものでして、次回会議開催日の１０日

前までにシートの提出があった場合は、次回の委員会への資料として
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提出いたしますので、あらかじめお知らせいたします。 

 次に、会議録の作成につきましてです。 

 会議録の作成につきましては、全文記録、発言者の発言内容ごとの

要点記録、会議内容の要点記録、この３つの方法から、本審議会では、

一番最初の全文記録というものを選択しております。 

 会議録の公開につきましては、会議録を作成し、ホームページや行

政資料室、情報公開コーナーなどで公開するために、委員の皆様の御

発言にお間違いがないか、事前に委員の皆様御本人に確認させていた

だきまして、次回開催の会議のときに、その会議録で公開することに

御異議がないかということを御了承していただき、公開することとな

っております。 

 以上、会議の運営につきまして、御了承いただければと思います。

会議の運営につきましては、こういった形でよろしいでしょうか。 

 では、御異議がないというところで、進めさせていただきます。 

 それでは、小金井市環境審議会の役割について、御説明いたします。 

 お手数ですが、お手元に配付いたしました、参考資料２の小金井市

環境基本条例の抜粋というものを御覧ください。 

 こちらの環境審議会は、環境基本法で、市町村がその条例により設

置することができると定められております。この法律に基づく形で、

小金井市環境基本条例第２６条に基づきまして、市の環境の保全等に

関する重要な事項を調査審議するため、市長の附属機関として、小金

井市環境審議会が設置されております。 

 その役割は、市長の諮問に応じ、環境基本計画に関すること、環境

の保全等の施策に関すること、そのほか環境の保全等に関する重要な

事項について調査審議することとされており、それ以外にも、環境の

保全等に関する重要な事項について、市長に意見を述べることができ

るとされております。 

 それでは引き続き、本市の環境政策の現状につきまして、環境政策

に係る計画の部分を中心に説明させていただきます。 

 本日、各計画の概要を説明いたしますが、時間の都合上、駆け足の

説明とさせていただきます。中身の詳細につきましては、ページ番号

をお控えいただくか、後ほど事務局にお問い合わせいただくなど、御
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確認いただければ幸いですので、よろしくお願いします。 

 まず最初に、環境審議会と一番密接な関係がございます、第３次小

金井市環境基本計画の概要を説明いたします。 

 環境基本計画につきましては、第８期と第９期の本審議会におきま

して、計画原案等を御審議いただきまして、令和３年３月に策定した

ところです。 

 それでは、第３次小金井市環境基本計画を基に説明いたしますので、

御用意いただければと思います。冊子をめくっていただきまして、１

ページを御覧ください。 

 環境基本計画は、小金井市環境基本条例に基づきまして、小金井市

の環境保全等に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための目標

や施策の方法等を定め、環境保全に取り組んでいくための計画となり

ます。 

 ２番目の下に書いています、計画の位置づけとしましては、本市の

基本方針を定める、第５次小金井市基本構想・前期基本計画を上位計

画としまして、国や都の計画、市の関連計画と相互に連携を図るもの

です。 

 ほかの計画との関連図につきましては、２ページに記載しています

ので、こちらを御確認いただければと思います。 

 続いて、計画の期間についてです。２ページ目の真ん中の３番、計

画の期間というところを御覧ください。 

 現在の第３次小金井市基本計画では、第５次基本構想の計画期間で

ある１０年間を踏まえまして、令和３年度から令和１２年度までの１

０年間の計画となっております。この計画につきましては、計画の進

捗状況や、本市を取り巻く環境、社会状況の変化に合わせまして、取

組内容や指標などについて、必要に応じて見直しというものを行って

まいります。 

 続きまして、２２ページを御覧ください。 

 こちらが、小金井市が環境基本条例の基本理念実現のために、どの

ような目標を立てて、どのような施策を展開していくかというものを

記載しているページになります。 

 こちらに記載がありますとおり、計画推進の基盤となります重要な
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取組としまして、上のところに記載してあります、環境教育・環境学

習、基盤２としまして環境活動、基盤３としまして情報発信・共有と

いうものを位置づけまして、「みどりを守り、つくり、育てる」など、

下に記載してあります７つの基本目標と、それぞれの基本目標を達成

するために推進する施策の方向性というものを設定していまして、個

別施策というものを展開しています。 

 それぞれの施策については、こちらの冊子の３２ページ以降に記載

がいます。こちらについては、説明のほうは割愛させていただきます。 

 続いて、計画の推進体制・進行管理についてです。 

 冊子の８４ページを御覧ください。こちらが計画の推進体制・進行

管理等が書かれているページになっています。 

 施策の取組につきましては、本環境審議会や、庁内体制であります

環境基本計画推進本部におきまして、計画の進捗状況を点検・評価し

ながら、計画の着実な推進というものを図っております。 

 また、隣の８５ページの図にありますとおり、ＰＤＣＡサイクルに

より進行管理というものを行いまして、本計画を基に作成される年次

別実施計画である、小金井市環境保全実施計画というものの個別事業

の実施状況により、施策の進捗状況を把握しています。 

 本審議会におきましては、同じ８５ページの下に、ＣＨＥＣＫ（点

検・評価）というところに記載がありますとおり、外部評価機関とし

て評価していただくという形になります。 

 環境基本計画については、早足となりましたが、以上となります。 

 続いて、第２次小金井市地球温暖化対策推進計画というものになり

ます。 

 今回、冊子はお配りしていないのですが、概要版のほうで説明させ

ていただきますので、こちらの概要版のほうをお手元に御準備をお願

いします。 

 こちらの計画につきましては、本審議会の会長もしていただいてお

ります池上委員にも委員長として参画していただいた、計画策定検討

委員会におきまして御審議していただきまして、先ほど説明いたしま

した基本計画と同時期の令和３年３月に策定したものです。 

 こちらの計画につきましては、中身を、概要版を開いていただけれ
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ばと思います。 

 こちらの計画は、地球温暖化の緩和と気候変動への適応というもの

を目的とした計画になっていまして、先ほどの第３次小金井市基本計

画における地球環境分野の個別計画として位置づけられているもので

ございます。 

 この計画につきましては、地域を挙げて地球温暖化対策に取り組む

ために、市民であったり事業者、教育機関であったり市が一体となり

まして、市域の温室効果ガス排出を削減していくための計画というも

のになっております。 

 また、この計画は地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく実行

計画でもございまして、気候変動適応法に基づく地域気候変動適応計

画を内包しているものです。 

 目標の計画年度につきましては、先ほどの基本計画と同様に１０年

間とさせていただきまして、国の地球温暖化対策計画と整合性を図る

ために、温室効果ガス排出削減について基準年度を２０１３年度、目

標年度を２０３０年度に定めた計画となっています。 

 こちらにつきましては地球温暖化に対する取組ということで、緩和

策や適応策の概要が書いています。中身については、説明は割愛させ

ていただきますので、御覧になっていただければと思います。 

 開いていただいた右側に、重点施策ということで、重点施策１から

３番、あと、重点施策の４番、５番ということで記載させていただい

ております。 

 こちらの重点施策につきましては、後ほど報告させていただきます

が、省エネチャレンジ事業を昨年度から開始させていただいておりま

して、そういった事業、誰でも楽しく省エネに取り組めるような事業

というものを展開しています。 

 また、重点施策２としましては、環境政策課のほうでは、新エネル

ギー機器等利用設備補助制度というものを実施しております。こちら

に記載してあるとおり、太陽光発電や蓄電池、太陽熱ソーラーシステ

ム等の補助というものを実施しております。 

 こちらについては、概要版だけの説明になりましたが、計画の説明

につきましては以上です。 
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 最後になりますが、本市の環境政策の現状につきまして、簡単に説

明いたします。 

 環境政策課では、行政のみで事業を展開するということではなくて、

市民や事業者の皆様と協働を図りながら、日々業務というものに当た

っております。 

 具体例を申し上げますと、環境講座や環境フォーラムなどの環境啓

発事業につきましては、市内の環境保全活動など、環境社会づくりに

寄与していただいております市民団体である、ＮＰＯ法人こがねい環

境ネットワークさんと連携を図って、事業を展開しています。 

 また、昨年度、令和３年度におきましては、環境ワークショップや、

森林環境譲与税を活用しました環境教育といった事業を実施しており

ます。 

 また、令和３年度は新規事業としまして、アライグマ・ハクビシン

防除事業等も開始しております。 

 その他、飼い主のいない猫対策等を実施しておりまして、市民の皆

様や事業者の皆様にお力をお借りすることで、本市の環境政策という

ものはより一層の充実が図られるものと考えております。今後も皆様

の御協力をいただきながら、行政としても最大限の対応を取っていき

たいと考えております。 

 こうした中で、委員の皆様には、それぞれの立場で御意見等をいた

だきまして、よりよい小金井市の環境に関する政策の展開に御協力を

いただけたらと思っています。 

 以上、簡単ではありますが、本市の環境政策の現状について、説明

を終わらせていただきます。以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

 それでは、今の御説明に関して御質問等ございましたら、よろしく

お願いいたします。ありませんでしょうか。 

 田頭委員、お願いします。 

田頭委員   今、御説明いただいた中の地球温暖化対策地域推進計画の部分で、

まず伺いたいのですが、こちらは昨年度、令和３年３月にできており

ますので、もう既にこの審議会でも議論されていたことかもしれませ

ん。ただ、初めてですので、どういう、その間で議論があったのかど
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うか、どういう市からの御説明があったのかということを伺って、共

有しておきたいなという趣旨で伺いたいと思います。 

 こちらがパブリックコメントを出されたときに、市民からの御意見

としては、ＣＯ２排出がこの目標数値で本当に大丈夫なのかというよう

な意見も多かったと思います。もっとゼロカーボンに近づけるという

ことで、もう少し積極的な数値目標を立てられなかったのかというこ

とが１つ、それから、小金井市の場合は、公共施設での排出量が増え

ている、とても多いということについて、そこへの見解が何も載って

いないのは説明不足ではないかというようなことが目につきました。

これについて、何らかの議論とか御意見というか、市の考えがあった

と思いますので、そちらを改めて伺いたいということが１つです。 

 またこの後、御説明があるのかしら。いろいろあるのですが、あま

り時間がないと思われますので、地下水、湧水のことについては、こ

こで聞いてもいいのかしら。それとも、別の場所があれば、また別の

場で伺いますが。 

高野係長   後で資料として説明いたしますので、その際にいただければと思い

ます。 

田頭委員   分かりました。では、そのところだけにします。 

高野係長   分かりました。ありがとうございます。 

 では、前半のところの温室効果ガス排出についての２６％削減とい

う目標についてというところでございます。 

 こちらにつきましては、本日、議題でも上げさせていただいている

内容になっていますので、後ほど御議論いただきたいと考えています

ので、そちらでまた御質問いただければと思います。 

岩佐課長   環境政策課の岩佐でございます。 

 市役所に落とし込んだもののほうは、今日お配りしているオレンジ

色の第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画の目標数値に連動し

た、第４期小金井市地球温暖化対策実行計画（市役所版）というもの

を作っておりまして、市役所の中でＣＯ２削減に取り組むような取組事

例ですとか、あと、実際のＣＯ２削減の目標数値も載っております。 

 また、市の中の対象施設、本庁舎、第二庁舎、また、各保育園とか、

保健センターとか、そういった施設を一覧にしているものがございま
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して、こちらの計画に基づきまして、市役所版として計画を実行して

おり、市のホームページにも載せております。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

荻原専任主査 私のほうから補足で、さっき、２６％の数字は低いのではないかと

いうところがありましたので、そこにつきましては、この計画ができ

たのは去年３月ですが、その時点で、国や東京都の目標自体が、そう

いう数値でした。 

 確かに前年度の１０月に、当時の菅総理が、ゼロカーボンを２０５

０年までにというのは表明しましたが、この計画を策定している最中

にはまだ、ゼロカーボンに向かうための具体的な道筋、施策や取組方

法については具体的に表明されておりませんでした。 

 ただ言葉だけが、ゼロカーボンという言葉が走り、実際にこの計画

をつくっている最中には、国や東京都も２６％という数字を出してお

りました。実際には、２６％でさえ、本当は厳しい数字でもあるので、

そのときの国や東京都の目標に沿って、それを小金井市としても実行

していこうということで、目標にさせていただきました。 

 この計画ができた後の４月に、国が今度は、２０３０年までに４

６％削減という数字が出てきたので、それに比べてしまうと、小金井

市はこの数字でいいのかという議論はあります。この計画を策定した

ときには、あくまでも国や東京都もこの数字を掲げていたので、小金

井市もそれになぞらえたということです。 

 その後に、国は２０３０年までにＣＯ２排出を４６％削減、２０５０

年までに実質ゼロという目標を挙げている中で、小金井市は本当にこ

のような目標値でいいのかというところは、あると思いますので、そ

れはもちろん小金井市も一自治体として、国や東京都の方針に沿って

やっていかなければいけないので、この計画の中では２６％という数

字になっていますが、我々現場としては、志は同じように、２０３０

年に４６％削減、２０５０年にはゼロカーボンというところで取り組

んでまいりたいと思っています。ただ、なかなかその数字というのは、

現実的には厳しいのかなというところは思っております。ただ、国や

東京都がいろんな政策を打っていくと思いますので、そういう対策を
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取りながら、小金井市としてもそれに追随していきながら頑張ってい

けば、目標に到達していけるのではないのかなと思っております。だ

から、この数字としては、また今後、国や東京都にそろえていったほ

うがいいんじゃないかというのは当然、思っていますが、そういう志

で高みを目指して我々も取り組んでいるということで、御理解いただ

ければと思います。 

池上会長   田頭委員、お願いします。 

田頭委員   ありがとうございます。そういう心意気を伺って安心したところで

すし、市民の方も、それはやはりお伝えしたいなと思います。 

 だけど、ではどこから実際にやっていくのか、どこから手をつける

のが一番効率的なのかということも、まずは取っかかりとして、ある

と思いますので、そのためにも、どこの数字が多くて、小金井市の場

合は、それはこれをやっていくのが一番いいんだよとか、ずっとこの

間、言われていたのは恐らく、小金井市の場合は、排出量は市民から

出てくるもの、市民生活から出てくるものが多いと言われてきました

けれども、では、どこから、その中で市民が取り組みやすいものは何

なのかというところを、国や東京都のいろいろな制度等を使いながら、

これをやっていきましょうというふうに、何か絞ったものを分かりや

すく、もっと出せればいいなと思います。 

 ですから、それはどこでやっていくのかということを、せっかくこ

ういう審議会で、専門家の先生方もたくさんいらっしゃるわけだから、

こういう場所をうまく使ってくだされば、期待し、そういうところで

私たちも何か力が出せればなというか、少しでもお役に立てればなと

思っていることはお伝えしておきたいと思います。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

岩佐課長   第４次小金井市地球温暖化対策実行計画（市役所版）のほうは、今

日、お配りしておりませんので、次回、また皆様のほうにお配りさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。それでは、ほかに質問等ございませんで

しょうか。 
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 椿委員、お願いします。 

椿副会長   第３次環境基本計画、それから、本年１月の気候非常事態宣言、そ

して今、御説明いただいた温暖化対策、本当にいろんな御議論を重ね

て、まとめてくださったものだと思っております。 

 それで、せっかくいろんな形での施策並びに取組を既に始めておら

れるので、伺いたいのは、こういった市としてまとめられた内容と、

それから、具体的に今もお話が出ました、どんなことを我々一人ひと

りができるのかというような点に関して、市内の小学校、中学校を中

心に、学校への働きかけといいますか、こういう形でまとめたものが

あり、さらにこれを活用していただくとか、教育に導入していただく

とかというような、学校現場への働きかけのようなことはおありにな

るのかどうか、それを伺えればと思いました。 

池上会長   事務局、いかがでしょうか。 

岩佐課長   環境政策課長、岩佐です。 

 学校現場ということで、今回、１月に気候非常事態宣言を出したと

きにも、環境教育というのは非常に重要な位置づけとしておりまして、

市長の西岡と大熊教育長の連名で発出させていただいたところでござ

いまして、環境政策もどんどんやっていかなければいけないなという

ことで、校長会などを通じまして、事業の御説明とか環境教育の取組

等も御紹介させていただきまして、樹名板を使った環境教育のほうを、

去年は小金井第四小学校から始めました。 

 今年も募集していったところ、小金井第四小学校に加えて本町小学

校ですとか東小学校も本年度は１校から３校に増やして、やっていた

だいていますので、そういったつながり、広がりを少しずつ広げてい

って、環境教育、お子様にもぜひ取り組んでいただけることとか、広

げていきたいなと考えておりますので、今後もそういった形で継続し

てやっていきたいなと考えております。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 

荻原専任主査 事務局、荻原です。 

 それから、地球温暖化対策の計画につきましては、先ほども言った

ように、市役所版という実行計画、市役所で取り組んでいる温暖化対
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策の計画が別にありますが、その中で、学校側の取組だと、フィフテ

ィー・フィフティー事業というのをやっていて、前年度より光熱水費

を減らした分の半分は、学校のほうで自由に使えるというような取組

で、学校のほうでも温暖化対策には積極的に取り組んでいるところで

ございます。 

池上会長   ありがとうございました。ほかに質問等ございませんでしょうか。 

 それでは、よろしければ次の議事に進みたいと思います。 

 今、既にいろいろと話が出ておりますけれども、次第の７番になり

ます。小金井市気候非常事態宣言についてというところで、事務局の

ほうから、また説明をお願いいたします。 

荻原専任主査 事務局、荻原です。 

 資料１を御覧ください。 

 昨年３月に、第２次地球温暖化対策地域推進計画というのを策定し

まして、この計画をより推進していくために、今年１月１日に小金井

市気候非常事態宣言、こちらのほうを発出させていただきました。こ

の宣言は、第９期の環境審議会において御報告、御審議していただい

ているところでございますが、再度、概要について説明させていただ

きます。 

 地球温暖化による猛暑や豪雨などの異常気象は、毎年のように世界

各地で猛威を振るい、尋常ではない被害をもたらしています。気候変

動による被害を抑えるためには、省エネや再生可能エネルギー導入な

どの温室効果ガスの排出抑制の対策が必要です。また、このような対

策を施しても、すぐには止めることができない気候変動に対処し、被

害を抑える対策を取ることも求められています。 

 このような世相を背景に、小金井市においても、令和３年３月に策

定した第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画に基づく緩和策と

適応策をより一層推進していくため、２０５０年までに二酸化炭素排

出実質ゼロとするゼロカーボンシティの実現を目指し、今年１月に小

金井市気候非常事態宣言を発出しております。 

 この宣言の特徴といたしましては、未来を担う子供たちへの環境教

育の充実をうたっていることです。そのため、宣言者も市長と教育長

との連名となっております。 
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 なお、多摩地域の２６市においては、５月末現在で、本市を含めて

１５市が、ゼロカーボンシティを表明しています。 

 宣言の内容については、後ほど御確認いただければと思いますので、

よろしくお願いします。 

 また、宣言表明の背景等は、市ホームページに詳細が記載されてい

ますので、こちらのほうも、お時間のあるときに御覧いただければと

思います。 

 以上、簡単でありますが、概要説明を終わります。 

池上会長   ありがとうございました。 

 それでは、今の資料１に関しまして、質問等ございましたらよろし

くお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。椿委員、お願いします。 

椿副会長   ホームページにも掲載されている、このチラシの下にＳＤＧｓのマ

ークを入れてくださっていますが、内容からしますと、ＳＤＧｓの中

の６番の水環境に関するマークも入れていただくとよいのではと思い

ます。環境教育研究センターでもそのような意見がありました。ただ、

既に作製されているものなので、何かの機会で結構ですが、御検討い

ただけるとありがたいです。 

荻原専任主査 環境という言葉の中に広く、水ももちろん入っております。 

椿副会長   そうですね。気候温暖化とやっぱり水問題は切り離せないかなと思

いましたので、本市はやっぱり野川を中心に、地下水とか湧水のこと

もすごく大事にされていると思いますので。 

岩佐課長   岩佐です。今後の参考にさせていただきます。ありがとうございま

した。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。よろし

いですか。 

 それでは、８番の議題のほうに入りたいと思います。 

 まず、（１）第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画についてと

いうことで、事務局のほうから、まず資料の説明等をお願いいたしま

す。 

高野係長   事務局の高野です。 

 資料２と、先ほど御覧になっていただきました、こちらの推進計画
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の概要版をもって説明させていただきますので、その２点、御準備を

お願いします。 

 先ほど少し議論いただいたところですが、まず、１の（１）温室効

果ガス排出量削減目標についてから説明いたします。 

 概要版の開いていただいたところの右下に、温室効果ガス排出量・

エネルギー消費量の削減目標というグラフがありますので、こちらも

一緒に、併せてご覧になっていただければと思います。 

 本市におきましては、先ほど説明しましたとおり、令和３年３月に

推進計画を策定いたしまして、市域からの温室効果ガスの排出量を、

図にありますとおり、２０３０年度までに、２０１３年度比２６％の

削減を目指して、計画を策定したところです。 

 また、見開きで開いていただいたところの重点施策というところで、

先ほども説明しました、省エネチャレンジ事業や、新エネルギー機器

等の補助制度の拡充を図ること等によって、温室効果ガスを、これの

市の独自の取組として、０.６％削減することというものを目指してい

るところでございます。 

 資料の２の国、東京都及び本市の温室効果ガス削減目標についてと

いう表を御覧ください。 

 こちらは、荻原のほうからも先ほど、説明がありました、温室効果

ガス排出量につきましては、国においては、２０２１年１０月に改定

した地球温暖化対策計画におきまして、２０３０年までに、２０１３

年度比４６％削減するという目標を打ち出しております。 

 また、東京都のほうでは、２０２１年１月に、２０３０年までに、

こちらは基準が違いますが、２０００年度比で５０％削減するという、

カーボンハーフという目標を打ち出しております。 

 それに対しまして、本市におきましては、温室効果ガスの排出削減

目標につきましては、２０２１年３月に、２０１３年度比で２６％削

減するという目標を打ち出した形になっております。 

 本市における温室効果ガスの削減目標につきましては、改定前の国

の環境基本計画の目標である２６％削減に沿った形で、削減目標とい

うものを立てているため、現在、国が打ち出しております４６％削減

というよりも、低い数値目標という形になっております。 
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 ただ、今後、国や都の目標と整合性を図る必要があると考えていま

す。今後の数値目標を修正する必要があると考えていますので、その

方針等を決定する必要があります。つきましては、本審議会の委員の

皆様につきましても、忌憚のない御意見を伺えたら思います。 

 こういった背景を踏まえまして、資料２の３番、一番下のところで、

本市における今後の方向性についてというところを御覧ください。 

 先ほど簡単に説明したところですけれども、推進計画につきまして

は、長期計画の計画年度と合わせまして１０年間としておりまして、

次期の計画策定は、２０２９年、２０３０年度に見直しをして、２０

３１年度に第３次の計画策定を予定しています。 

 ただ、国内外の経済社会動向の著しい変化などが起きた場合は、計

画の点検や見直しを、随時することとしているため、２０２５年度、

または２０２６年度を目途としました計画の改定というところを考え

ております。 

 中間の見直しになるため、見直し期間を１年間とするのか、それと

も、全面改定時と同様に２年間とするかというのは、今後の検討課題

となりますが、計画の見直しについて、策定年度や期間など、委員の

皆様からの御意見を頂戴できれば思っています。 

 参考としまして、資料２の裏面を御覧ください。４番としまして、

多摩地域における温室効果ガス削減目標の設定という形で、多摩地域

各市のホームページ等から、地球温暖化対策に関する計画、区域施策

計画の策定状況と温室効果ガス削減目標というものを抜粋したものに

なっています。 

 こちらを見ていただくと分かると思いますが、国の地球温暖化対策

計画が改定されたのが令和３年１０月ということもありまして、本市

の調査時点で、国の計画に合わせて数値目標を変更した自治体という

のが、武蔵野市さんと羽村市さんの２市だけという状況になっていま

す。その２市が、２０１３年度比で、２０３０年に温室効果ガスを４

６％削減しますということで記載していますので、太字で書かせてい

ただいております。 

 今後、社会情勢に合わせて、武蔵野市や羽村市のように、目標を修

正する自治体というものも出てくると思いますので、ほかの自治体の
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動向を注視しながら、計画の改定等は進めていきたいと考えておりま

す。 

 また、本日、計画期間や、どういった形で進めていくかというとこ

ろを、皆様から忌憚のない御意見をいただきまして、今回初めてとい

うこともあるので、また、第２回目を８月に本審議会を予定していま

すので、そこで、また詳しく御議論いただきたいと考えています。 

 まず、今回は初回ということもありまして、概要の説明と、皆様か

ら何か御意見、田頭委員から先ほどいただいた意見もありますが、忌

憚のない御意見をいただければと考えています。 

 資料２の説明につきましては以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、これは、既に出ている地球温暖化対策地域推進計画の温

室効果ガスの削減目標が、本市は２６％というところで、この計画を

見直す方向なのかどうかということも含めて、皆さんから御意見をい

ただけたらと思いますが、いかがでしょうか。 

 田頭委員、お願いします。 

田頭委員   何度も申し上げて恐縮なんですが、やはりこれは一刻も早く見直し

ていただきたいというか、見直したいと思っています。地球温暖化対

策ということは、すなわち気候変動に対する取組でもあります。これ

だけ、今日も本当に酷暑というような日になりますが、６月中に梅雨

明けするような、本当にこれまでなかったような、地球が本当に悲鳴

を上げている現れだと考えています。命にも関わるような問題ですか

ら、これはやはり一刻も早く取り組むべきですし、それが市民に対す

る責任ではないかと考えますので、そのためにも、詳細な資料が欲し

いと思います。 

 実際に、どこからどれだけの排出をしているのかということ、小金

井もまだ、燃やすごみはゼロになっていません。これは今、小金井市

内の焼却施設ではないけれども、それはやはり地球というか、全体で

考えていかなくてはいけないし、当然責任はありますので、燃やすご

みの量を減らすということの取組も大きいのではないか、そのことに

よってどれだけＣＯ２が削減できるかということを数値で出していくこ

とで、市民への啓発というか、モチベーションも上がってくると思い
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ますので、そういった資料をぜひ次回までに出していただければ、と

てもありがたいなと思いますので、それはお願いしたいです。 

 以上です。 

池上会長   事務局からお願いします。 

高野係長   事務局の高野です。御意見どうもありがとうございました。 

 市のほうでは独自で取組等は、今後も普及啓発活動を進めて、努め

ていくところですが、なかなか市の施策としては限定的なところであ

ったりします。国のエネルギー施策であったり、技術革新に関係する

部分があったり、市民の皆様が頑張っても、なかなかすぐに数字が下

がるというものではないというところもあります。ＣＯ２の排出量を算

定するために必要な統計データというのも、なかなかそろわない中で

というような状況も考えられるところです。 

 なので、そういった御意見を踏まえて、また、出せる資料があれば

出して、皆様に御確認いただきたいと考えているところです。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 

 椿委員、お願いします。 

椿副会長   私も何度もすみません。１つは、議論の進め方を確認させていただ

ければと思いました。 

 ２０２５年度に向けて、２６％を改定するかどうかというお話を先

ほどしていただいたので、この２年間で、その議論をしていくのだと

思いますが、結論を出すのは先になりますか、あるいは、この２年間

で結論を出す方針なのかを伺いたいです。 

 もう一つは、２６％という数値をお決めになった段階で、なかなか

厳しいというお話もでていたようなので、２６％を達成する上での課

題が主にどんなところにあるのかという、先ほど田頭委員がおっしゃ

ったことにつながるのですが、本市の場合、どのような課題があると

の意見がでていたのか、それを教えていただけると、今後の検討に大

変参考になるのではと思いました。 

池上会長   ありがとうございます。 

 事務局からお願いします。 

高野係長   事務局の高野です。 
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 こちらの方針につきましては、例えば、２０２５年度を目指すとい

う場合に、来年度からそういった改定に向けて着手をするのか、それ

とも、再来年度から１年間だけで改定をするのかというところの、ま

ず、方針というものを決めていただきたいと考えているところです。 

 もし、来年度からそういった形で、２０２５年に向けて動き出すと

いう形になる場合は、次年度の予算要求というところにも必要になっ

てきますので、こちらはもちろん審議会でも御議論いただきたいとこ

ろですが、それプラス、計画を策定したときも、策定支援事業者にも

御協力いただいているので、そういった事業者の御協力をいただく形

になる可能性もあるので、そういったところでの予算要求というとこ

ろも必要になってきますので、皆様には一定、御議論いただきたいと

考えております。 

 ただ、予算も伴うものになりますので、今回だけで決めるというの

は当然、難しいことだと思っております。なので、２６％を達成する

ための課題であったり、特に小金井市域の場合は、住宅地というのが

多く、工場とかというのもほとんどないような状況ですので先ほどお

話ししたとおり、小金井市民がどれだけ頑張っても、本当に下げられ

る数字は限られてくるところです。国の施策があって、東京都の施策

があって、その施策に乗っかっていくというような形にもなっていく

と考えております。そういった課題もお示しできればと思っておりま

すので、次回の審議会のときに、また詳しい資料としてお出しするこ

とができればと思っております。 

 私のほうからは以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

高野係長   荻原のほうからも説明しましたが、計画上では２６％削減としてい

ますが、もちろん、それ以上は目指さないということではないです。

もちろん数値だけを追いかけて、実効性のない計画をつくるために終

始してしまうのは行政としても不本意であると考えているため、数値

を４６％にしたらそれで終わりというものではなく、より実効性の高

い、小金井市として、市民は何ができるのか、事業者として何ができ

るのかというような計画にしたいと考えておりますので、次回以降に、

また議論いただければと思っています。 
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 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 

 池上から１つ。第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画の策定

にも関わらせていただいて、２６％削減という目標を決めたときにも、

一緒に決めたところであります。 

この中身は、冊子のほうにあるので、概要版にはないのですが、２

６％のうちの２５.４％は、国などと連携して進める省エネ等であった

り、電気のＣＯ２排出係数がそもそも下がるからというところでの２５.

４％で、市独自での取組というのは、省エネチャレンジ事業で、実際

に参加してくださった企業の省エネがどれだけ進んだかとか、太陽光

発電等で補助金を出して、実際にどれだけ補助金を利用してくれたか

とか、あとは、プラスチックごみの排出量の削減によって、どれだけ

資源化が促進されてＣＯ２が減ったか、そういった直接的なところだけ

が市の独自の取組として算出されて、そこが０.６％というところにな

ります。 

 そういう意味で、これを議論したときも、すごく問題、課題だなと

思っていたのは、市独自のＣＯ２排出量の算出方法というのが、市の中

での算出方法というのがなかなかないところで、例えば市民、我々普

通の一般的な家庭部門での排出量というのは、東京都のほうでの排出

量の数値が小金井市のほうに下りてくるという形になっています。 

 そうすると、小金井市だけでどんなに頑張って、ほかより先行して

頑張っても、東京都の中でならされた数字が下りてくるというところ

が、小金井市独自で頑張った結果が見えにくいというところがありま

す。 

 そういう意味で、東京都が今、５０％を目指すというところは、同

じように東京都全体で５０％を目指して、それは、東京都の中に小金

井市も入っていますので、小金井市もそこの中で取り組むことになり

ますし、その結果というのは当然、小金井市のＣＯ２の削減にももちろ

んつながると思うんですけれども、小金井市独自でやれるところ、や

ったところという、カウントの仕方が非常に難しいなというのは正直、

感じていたところです。 

 この１月に気候非常事態宣言が出まして、特に小金井市は、教育を
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重視して、環境教育に積極的に取り組むというところを、小金井市の

アピールとして出ているところですが、環境教育、環境啓発の結果と

いうところが直接的に非常に見えにくいところであるので、そこで、

すごく頑張るのはもちろん大事なんですけど、頑張った結果が見えに

くいのは、何かかわいそうだなという感じで、小金井市独自で啓発し

て、例えば太陽光発電の普及がほかの自治体よりも伸びているとか、

そういった結果が何らか反映できるような算出の仕方をしないと、小

金井市独自で数値を決めるところにそれほど大きな意味はないのかと

思います。 

 ただ、対外的に、小金井市は目標値が少ないなというふうに見られ

るようであれば、もちろん、アピールという点では数値は大事だし、

小金井市も高い数値目標を決めて取り組んでいますよという、市民に

対するアピールとしては大事かなと思いますけれども、実態というと

ころでは、なかなか小金井市独自の取組によって、４６％削減できる

かというと、そういうところではない算出方法だというところが、課

題としてあるというのを認識しています。 

 そういう意味もあって、地球温暖化対策地域推進計画ですとか、環

境基本計画もそうですけれども、２６％という数値だけではなくて、

ここだけが独り歩きしないように、個別の施策の達成状況というのを

しっかり見るというところがすごく大事だなというのを議論していた

ところでございます。 

 そういう意味で、小金井市の太陽光発電の普及状況がどういうふう

に伸びているとかそういったところは、すごく取組が直接的に見える

指標としていいかなというふうに思っていますけれども、合計の２

６％という数字のところだけで見ると、前回の環境基本計画の目標も、

この１０年間、５年間ですかね、前回の１０年間は途中で改定があっ

てということですけれども、全然達成できる数字ではなくて、むしろ

ＣＯ２は増加していたんですね。 

 そこの原因の大部分を占めるのが、世の中的に、原子力発電所が止

まって火力発電所が増えたことで、電力のＣＯ２排出係数が増えたとい

うところがもろに利いてきて、ＣＯ２が増えています。 

 小金井市としては、人口も増えているし、産業も少し活発になって
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きている状況だけれども、省エネは頑張って取り組んでいて、エネル

ギー消費量は削減できているけれども、ＣＯ２は増えています。 

 そういったところが、せっかく頑張っているところが見えにくい指

標になっているということが、もう少し、どうやって小金井市のＣＯ２

を評価するかというところに立ち返って考えていかないと、小金井市

の数字だけ見ていても、小金井市の目標が２６％だ、４６％だという

ところは、本当はそこまで、実質的には大事ではないのかなというふ

うに、アピールの点だけというところかなというふうに正直、感じて

いるところです。 

 ですので、５年後なのか、もう少し早い段階なのかというところは

あると思うのですが、小金井市独自の取組をもう少し評価できるよう

な算出方法というのを議論した上で、目標値というのを設定するのが

いいのかなというふうに思います。特に家庭部門が半分以上を占めて

いる小金井市で、そこが東京都から下りてくる状況だと、なかなか見

えにくいところがあります。 

 先ほど田頭委員がおっしゃったように、市役所としてどうかという

ところは、見本としてはすごく大事だと思いますので、そういうとこ

ろですとか、大きな事業者から、大きな削減が見えるような方向に持

っていければ、大学ももちろんそうなんですけれども、そういうアピ

ールの仕方というのがいいんじゃないかなと思います。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 高田委員、お願いします。 

高田委員   今、池上先生がおっしゃったことに全く同感で、私もそのように感

じながらお話を伺っておりました。 

 どういう積み上げ方をするかということによって、また積み上げた

ものをその後どういう指標で見ていくかということによって、効果が

見えるか、見えないかということに関わってくると思いますし、市民

にとっては、自分たちの努力が見えない、報われないというところあ

ります。 

最近目にしたニュースですけれども、脱炭素という言葉の認知度は

非常に上がったが、行動に移している人は上がっていないということ

をどこかで拝見しました。 
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市民の方々が実感できるようなバロメーターというものを考える余

地がもしあるのであれば、今後、考えてもいいかなと思いました。 

 先ほど池上先生がおっしゃった、太陽光、ソーラーの普及もそうで

すけれども、例えば、緑を増やすとか水辺を増やす。緑と水辺という

のは、熱を緩和する唯一の、２つのものですので、それを増やすとい

うのも指標になるでしょうし、自転車の普及なんていうのも指標にな

るかもしれませんし、あるいは、スーパーマーケットとかガソリンス

タンドで、気候変動に関しての、例えば普及をしているところは何か

所あるかとか、チラシを配っているところは何か所あるか、あるいは

商品の棚にそういったことを、例えば書いているところを増やすとい

うのも指標になるのかなと思います。 

民間事業者あるいは個人で取り組んでいるモデルを増やしていく、

こういういい取組をやっていますよというモデルを増やしていくとい

うのも指標になると思いますし、自転車の道を増やすとか、レンタサ

イクルじゃなくてコミュニティサイクルを増やすとかということも指

標になると思います。 

 そういった指標を、市民の方が見えやすいようなバロメーターみた

いなものを独自に考えていくということは、先ほども言いました、脱

炭素は知っているんだけれども、行動には移していないというところ

を結びつける上で、まさに池上先生がおっしゃったとおり、問題なの

かなと思いました。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

 池上からもう１点。エネルギー消費量を減らさないと、ＣＯ２の削減

にはもちろんつながらないところはあると思うんですけれども、家庭

でできることにはもちろん限りがあって、エネルギーを全く使わない

というわけにはいかないわけです。 

 もちろん太陽光発電で発電して、正味ゼロということは実現できる

かもしれないんですけれども、省エネ自体も、今年３月、閣議決定さ

れて、省エネ法というのはこれから変わる方向、また、頻繁に改正し

て、追加はされているんですけれども、大きく変わろうとしているの

は、省エネのエネルギー消費量の算出の仕方を大きく変えようという
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方向で動いていて、これがどういう方向で落ち着くのかというのは、

まだこれからのところであるんですけれども、エネルギー消費量の削

減は、もともと化石燃料の削減を目指すところで、それはＣＯ２の削減

にももちろんつながるところなんですけれども、エネルギー源を大き

く脱炭素の、非化石燃料のエネルギー源に転換するというところを促

進しましょうという方向に動いて、単に省エネを、少し減らすという

ことではなくて、脱炭素、非化石エネルギー、太陽光発電もそうです

し、そういう非化石エネルギー源に転換するというところがすごく大

事になってきています。 

 我々の家庭を考えると、大きくは電力とガスからエネルギー源にし

ていますけれども、ガスはガスで、ガス業界が脱炭素に向けて取組を

進めているところだと思いますけれども、ガスを使っている限りは、

ＣＯ２というのはなかなか減らせない。燃やしてＣＯ２が出てしまいま

すので、だからといって、電気がＣＯ２ゼロかというと、それも決して

そういうわけではない。 

 ただ、電力システム自体が、世の中的に再エネが増えてくるタイミ

ングで、どんどん電化するというのは、一つの施策としてはあり得る

ところなのかなというのはありますし、省エネ自体も、省エネ法で改

正されて、これから改正に向けて議論が進んでいるところですけれど

も、方向性としては、時間帯によって電力を使うという場合にも、昼

間の太陽光がたくさん出ている時間帯に使うのと、そうじゃない雨の

日とか夜間に使う電力とは、もちろん価値が違いますので、そういっ

た価値も加味した上で、家庭ですとか事業者のエネルギー消費量も評

価できるようにしましょうという方向に動いているところもある。 

 そういう意味では、我々家庭部門でも、非化石エネルギーへの転換

というところはすごく意識しないといけないところですし、なかなか

そういう設備は、毎年買い換えるものでもないので、買い換えるタイ

ミングを逃さないということはすごく大事かなと思って、そういう意

味で、市役所としての取組も、市役所はたくさんの設備をお持ちだと

思いますので、そういったところを意識した計画というのをまず推進

して、それを市内の事業者に展開する、そういったところもすごく大

事になってくるのかなと思います。 
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 そういう意味で、省エネ法自体が、まだ確定した省エネ法が出てき

ていないところも、今すぐ動きづらいところとしてはあるのかなとい

うのは、少し思います。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 中里委員、お願いします。 

中里委員   脱炭素、これは本当に誰でも分かっていて、進めなければいけない

というふうな理解としてはあるのですが、今おっしゃいましたように、

例えば、自転車にします、電気自動車にしますといいましても、充電

スポットであるとか、自転車道路の整備でありますとか、大きな意味

では、都市計画も含んだように、受入れ体制を整備していただかない

と、一般家庭の個人が、なかなかそれにチャレンジしようにも、でき

ない側面があるかと思うんですね。 

 ですから、その辺も、どういうふうにやっていくか、環境問題に関

心がある人間と関心がない人間というのは、両極端になっているよう

な感じもするんですね。みんなの意識が共有できると一番いいんです

けれども、なかなか難しい問題だと思うんです。 

 先ほど会長がおっしゃいましたように、電気料金などの価格も当然、

これからは時間帯によって変わってくるというようなことも、見直し

されるのかと思うんですけれども、行政が情報を発信することで皆浸

透するのか、どうしたらよいのか、その辺が一番問題だと思うんです

ね。単純に、疑問ばかりしかないんですけれども、よいお知恵があれ

ばといつも思っております。 

池上会長   ありがとうございます。なかなか難しい問題なので、皆さん少しず

つ御意見をいただけたらと思います。今のように問題提起でも全然、

大歓迎です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 椿委員、お願いします。 

椿副会長   今後の、可能であればで結構ですが、先ほど、ほかの市に関する数

値目標を表で出していただいているので、もちろん市によって、産業

構造とか、人口規模とか、いろいろ違いはあるんですけれども、同じ

東京都の市の中で、結構いい取組といいますか、導入しやすい、かつ

見えやすい、あるいは皆さんの意識が、関心が向きやすい、そういっ
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た幾つかの観点で、なかなかいい取組をしているぞというところがも

しあれば、少し御紹介などしていただけるとヒントになるかなと思い

まして、すみません、個人的には勉強不足なので、その辺りも御検討

いただければと思いました。 

池上会長   ありがとうございます。 

 高田委員、お願いします。 

高田委員   簡潔に２点ほど。先ほど椿先生もおっしゃったんですけれども、今、

小学生、あるいは中学生の子供たちは、２０３０年には社会を担う成

人になっているわけですね。その意味から、やっぱり教育は非常に大

事で、彼らの価値観を未来の価値観にどう変えていくかということは

非常に大事だということがあると思います。 

 もう１点は、まさに今、おっしゃったとおりなんですけれども、小

金井市が孤軍奮闘するとコストがかかるけれども、周辺自治体と連携

することによって、効果が上がり、パフォーマンスが上がるというこ

とがいろいろあると思うんですね。それは広がりを表すことでもあり

ますので、周りの自治体と連携するという視点も非常に重要なのかな

と思います。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございますでしょうか。 

 いろいろと意見が出ましたので、またこれをまとめまして、事務局

のほうで整理していただけたらと思います。ありがとうございました。 

 それでは、議題の（２）番のほうに移りたいと思います。 

 小金井市環境配慮住宅型研修施設についてということで、こちらも

事務局からお願いいたします。資料３番のほうで、よろしくお願いい

たします。 

高野係長   事務局のほうから、続きまして、環境配慮住宅型研修施設について

説明いたします。資料３を御準備いただければと思います。 

 こちらの環境配慮住宅型研修施設（環境楽習館）というものが小金

井市にはありますが、環境楽習館のことを知っていらっしゃる方、挙

手を、行ったことがあるという方はいますでしょうか。 

 ありがとうございます。多分、行かれたことがない方もいらっしゃ

ると思いますので、まず、何を行政で説明したいかというところも踏

まえて、概要を説明させていただきます。 



 

 － 31 － 

 こちらの環境配慮住宅型研修施設というのは、貫井北町の連雀通り

と新小金井街道が交差する道の近くに、風や水などの身近なエネルギ

ーの活用により環境負荷の低減を図るモデル住宅として、平成２３年

度に、東京都の補助金を活用して建設した施設になります。 

 この施設につきましては、市の主催事業として環境講座を年に２回

実施しているほか、主に研修室として貸出しをしているところであり

ますが、利用率が低いことであったり、空調がない施設であるため、

酷暑期である８月は閉館している状況です。そういった課題があるた

め、施設の在り方について、今、見直しを図っております。 

 このことにつきましては、本審議会の委員でもあります、田頭委員

が所属しております環境市民会議の皆様とも協議を重ねながら進めて

いるところですが、今後、市立公園と一体的に指定管理者制度を導入

して、指定管理者による運営というのを検討しているところです。 

 つきましては、本審議会におきまして、現在作成中であります指定

管理者募集要項中に記載する、指定管理者の基本的な役割や指定管理

者に求められる能力等の御確認というものを、次回以降に御審議して

いただきたいと考えています。本日は、その前段階としまして、環境

楽習館の概要と現在の課題等を説明させていただきたいと考えており

ます。 

 では、資料３を御覧ください。 

 こちらは、市立公園と一括して指定管理者制度を導入することに関

して市民説明会を５月に実施しておりまして、その際に使用した資料

となります。こちらを基に、環境楽習館の概要や、現況、課題等を説

明させていただきます。 

 なお、市立公園の指定管理者制度導入の説明につきましては、お時

間の都合上、参考資料としてお配りしている、参考資料３を御覧にな

っていただければと思います。 

 では、資料をめくっていただきまして、左下に書いてあります２と

いうところを御覧ください。 

 先ほども説明したとおり、こちらの環境楽習館というものは、風や

水などの身近なエネルギーの活用により環境負荷の低減を図る、モデ

ル住宅として建設した建物になりまして、平成２３年度に東京都の補
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助金を活用して建設した建物になります。 

 左下、３というところを御覧ください。こちらが環境楽習館の内観

になります。 

 今は、利用していただいている多くの団体の方につきましては、研

修室１と２というところを活用していただいているところです。また、

使用頻度は低いのですが、右にあります写真のとおり、プロ仕様のキ

ッチン設備も整った施設となっています。 

 左下、４を御覧ください。環境楽習館の概要です。 

 冒頭でも説明しましたが、環境楽習館は東京都の補助金を活用して

建設された建物になっています。平成２４年５月に小金井市環境配慮

住宅型研修施設条例というものを制定しまして、環境について学ぶた

めの研修室として、貸出しを開始したところです。 

 ただ、条例上の利用範囲のハードルというのが高く、一般の市民の

方は利用しにくい施設でした。ですので、より多くの市民の方に環境

学習の場として利用していただけるように、平成３１年４月に条例改

正をしました。 

 左下、５を御覧ください。こちらは、条例改正前と条例改正後の利

用範囲を記載しています。 

 全て申し上げることはしませんが、こちらに書いてあるとおり、条

例改正前だと結構いろいろ記載しており、利用するに当たってハード

ルが高かったというところを、条例改正することによって、利用範囲

というものを緩和しています。 

 主な内容としましては、例えば（２）で書いてある、環境に関する

市民活動の活性化及び人材の育成に関することであれば使っていいで

すよであったり、（３）に書いてある、環境学習の推進に関することで

あれば研修室を使っていいですよというような形で、利用範囲という

ものを緩和させていただきました。 

 続いて、左下の６番を御覧ください。平成３１年度の条例改正で、

休館日の変更や、使用時間の短縮というものも同時に行いました。 

 休館日の変更につきましては、通年で開館していたところですが、

８月の気候が異常な酷暑になりまして、空調がない施設だと、市民の

方が利用するのが困難だということで、閉館するという条例改正を行
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いました。 

 また、（２）使用時間の短縮というところで、条例改正前までは午後

９時まで開館していたところを、夜間の利用頻度が低いため、午後５

時までの開館に変更する条例改正を行っています。 

 ７番を御覧ください。こちらが、研修室の使用状況及び来館者数の

動向になります。 

 条例改正前の平成３０年度には、研修室利用が７１件で、来館者数

は約１,７００人来館されていましたが、例えば令和２年度になると、

研修室利用が７３件で来館者数は１,４９０人と、こちらはコロナの影

響等があり、閉館していた時期等もあったというところはありました

が、単純に比較することは難しいのですが、一般の方に浸透するよう

な施設にはならなく、来館者数が増えないというような状況でした。 

 そういったところで、定期監査や、市議会におかれましても、様々

な御指摘というのは受けております。 

 続いて、８番を御覧ください。 

 こういった背景を踏まえまして、環境楽習館が、広い意味で、環境

学習・啓発等の場に資する場所となるように、施設の位置づけの見直

しというのが必要であると考えています。 

 平成３１年度に、条例改正で利用範囲の緩和というところを図りま

したが、環境団体に限らず一般市民の方にも利用しやすくなるように、

さらに緩和して、多様な市民や団体に使用していただける施設となる

ために、現行の条例を改正したいと考えています。 

 資料の８のところで右上に、条例改正の検討時期を、令和４年９月

（予定）と記載していますが、５月の説明会から今に至るまで、いろ

いろと検討事項が必要だということで、当時は９月を予定しましたが、

今現在では１２月と定例会以降を予定しております。 

 続いて、９番を御覧ください。 

 次に、来館者数を増やして安定した施設の管理運営をするために、

導入するものとして、どういったものを検討しているかというところ

です。 

 まず、先ほども説明しましたとおり、空調設備の導入というものが

必要であるというふうに考えているところです。近年の異常気象に対



 

 － 34 － 

応できずに閉館していた８月の酷暑期については、空調設備を導入す

ることができれば開館することが可能となります。 

 ８月というのは夏休み期間ということもあるため、多くの小・中学

生の方にも利用していただけるということが想定できますので、先ほ

ども御議論いただいていた、環境教育というのも推進することができ

るのではないかと考えています。 

 そういったところでの推進や、利用率の向上ということを図ること

が可能であると考えています。 

 続きまして、１０番を御覧ください。 

 そういったところで、さらなる利用者数の向上策を図るために、令

和６年４月を目標に、市立公園と併せて、指定管理者制度というもの

の導入を検討しております。 

 指定管理者制度を導入することによりまして、民間事業者の活力で

あったり経験、ノウハウ等を生かしまして、今の研修室の運営方法で

あったり、プロ仕様であるキッチン設備等の活用で、利便性の向上を

図ることができるのではないかと考えています。 

 施設の有効活用や、地域の魅力向上にもつながるとも考えておりま

すし、市民同士の交流の活性ということも、あの場でしたいと考えて

いるところです。 

 次に１１番を御覧ください。 

 こちらで、さらなる利用者数の向上策を図るためにはというところ

で記載しております。 

 環境楽習館が、滄浪泉園や楽習館前の緑地がございますので、そう

いったところとの一体利用ができればということであったり、例えば

シェアキッチンができればだったり、今、行っている環境講座の充実

であったり、小・中学生を対象とした環境教育のようなことが実施で

きればと考えております。 

 施設として、キャパシティーとしてはそんなに大きくありませんが、

ああいった施設で、身近な地域温暖化対策や環境問題、緑の保全等に

ついて考える場に、これまで以上になれればと思いますので、これか

らもＰＲの拠点としたいと考えているところです。 

 最後が１２番、こちらは環境楽習館の歩みを簡単にまとめたものに
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なっております。こちらにつきましては、後ほど御覧になっていただ

ければと思います。 

 かなり早足になってしまいましたが、環境楽習館の概要説明と、こ

れからの指定管理者制度を導入したいという市の考えをお話しさせて

いただきました。 

 本審議会におきましては、今日は導入というところでお話をさせて

いただきまして、次回、予定しております第２回の審議会において、

また、募集要項等を、皆様の御意見をいただきながら進めていきたい

と考えています。 

 事務局からの説明は以上です。 

池上会長   ありがとうございました。 

 それでは、皆さんから質問やコメント等ございましたら、よろしく

お願いいたします。 

 椿委員、お願いします。 

椿副会長   度々すみません。１つは質問です。 

 市のホームページ等でももちろん広報されていると思うんですけれ

ども、環境楽習館の存在、あるいは、こういう特徴的な施設であると

いうことは、一般市民の方はどの程度知っていらっしゃるのかなと思

いまして、市の広報以外で、いろんなところで宣伝といいますか、Ｐ

Ｒ等をされているのかどうか、それが質問です。 

 ２つ目は、意見といいますか、本学でも数年前まで、年に１回ぐら

いだったと思うんですけど、大学の教職員が見る、学生も見られる、

ウェブサイト上のお知らせで、こういう施設があります、こういう環

境その他の活動に利用することができますというような情報が出てい

ました。 

 それは、私も所属している、今、環境教育研究センターの、たまた

まおられた方が、市のいろんな活動にも参加されていたので、多分、

出されていたと思うんですが、例えば、ほかの大学も含めて、先生方

の中で、授業で利用してみたいとか、あるいは学生さんも、そこで何

かやってみたいというニーズは結構あるんじゃないかなというふうに

思いまして、なので、大学ですとか、あるいは、もちろん地域の公民

館とか諸施設で、この存在を広報、広く知っていただくのがいいんじ



 

 － 36 － 

ゃないかなと思ったものですから、ちょっと実態を知らないので、そ

の辺り、教えていただければと思いました。 

池上会長   ありがとうございます。 

 事務局からありますでしょうか。 

岩佐課長   環境政策課長の岩佐です。 

 ＰＲとしましては、市のホームページで、利用の御案内をしている

のと、あと、環境フォーラム等のイベントをしておりますので、そこ

で使っていただいて、来館者の方に環境楽習館の存在を知っていただ

くとか、あと、環境講座、今週末も予定しているんですけれども、そ

ういったところで併せて、こちらの環境楽習館の周知もしているとこ

ろでございます。 

 大学との関係につきましては今、実績を持ち合わせていないんです

けど、学芸大の方には何回か使っていただいているかなというところ

がありますので、大学等々、いろいろな教育の場でも使える施設にな

りますので、そういった機会がありましたら、ぜひ一緒に使っていた

だいたり、講座をやっていただいたりということは可能になりますの

で、そういったところは今後もＰＲしていきたいなと思っております。 

椿副会長   ぜひ大学に、広報に協力してくださいということも言っていただけ

ればいいんじゃないかなと思いました。 

岩佐課長   ありがとうございます。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 

 羽田野委員。 

羽田野委員  今、ちょっと関係するんですけど、小学校とか中学校の児童・生徒

に対しての環境楽習館の存在というのは、広報されているのかという

こと、そこで何か研修みたいなものを学年でやるとか、そういうこと

はないのかということ、それが１つと、太陽光パネルが設置されてい

たと思うんですよね。それは、太陽光ですと常に発電はしていると思

うんですけど、休館日とか閉館されているときに発電したものは、ど

のようにその電力を活用されているのか、販売されているとか、その

辺はどうなっているんでしょうか、聞きたい。 

岩佐課長   岩佐です。 

 小・中学校の方々への利用促進なんですけれども、環境楽習館のキ
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ャパシティーといいますか、入れるのが２０名ということになってい

ます。小・中学校は１クラスで３５名ぐらいいらっしゃると思います

ので、学校の授業として使っていただくということは、ちょっとキャ

パが足りないということで、できませんけれども、これまでなかなか

環境教育ということで活用し切れていなかったところもありますので、

今後はいろいろなイベントを打っていくに当たって、お子様たちにこ

こに集まっていただいて、環境をＰＲする、そのついでに環境楽習館

のことも、まだまだ知らない方もいっぱいいらっしゃると思いますの

で、そういったお子さんとか市民の方々に知っていただくことが先決

と思いますので、そういった仕掛け等は今後、やっていきたいと思っ

ています。 

 ２点目、太陽光パネルにつきましては、羽田野委員おっしゃるとお

り、パネルを設置しておりまして、使わない夜間、火曜日とかにつき

ましては、電力をためておく蓄電池というのが設置されていないので、

使わなかった分は売電してやっているということなんですけれども、

ちょうど施設が建って１０年たちますので、ＦＩＴ制度ということで、

売電価格は結構高く買っていただいていたんですけど、去年１１月、

１２月頃にちょうど１０年が過ぎましたので、単価が今、８.５円ぐら

いということで、かなり下がっております。 

荻原専任主査 環境係の荻原です。 

 小・中学校の環境教育や授業の一環で使えないかというところにつ

きましては、以前からもいろいろお話があったんですけれども、先ほ

ど岩佐のほうからあったように、キャパの問題があって、なかなか多

くの生徒さん、児童さんが来られないというのもありますし、あと、

これは学校だけじゃないんですけれども、市民の方への問題でもある

んですけれども、やっぱり場所がちょっと行きづらいというところで、

交通の便も悪いですし、ちょっと中心地から離れているので行きづら

いというのがあって、なかなか学校の生徒さんたちに利用してもらえ

る環境、状況にないというところが大きな課題となっています。 

 なので、ちょっと地理的には不便なところなんですけれども、魅力

あるイベントを打って、一般の市民の方とか、児童とかも来られるよ

うなイベントを今後はやっていきたいなという思いはございます。 
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池上会長   ありがとうございました。ほかにございますか。 

 田頭委員、お願いします。 

田頭委員   環境楽習館については、御案内があったように、市民会議でも意見

交換させていただいているところですので、細かくは申し上げないん

ですけれども、指定管理事業者が今後、見ていくという形で、その指

定管理事業者は、市立公園を管理していく方と同じ方が、ここは公園

施設ではないけれども、環境啓発施設として、ちょっとまた違う事業

なんだけれども、同じように、一つの事業者に指定管理という形でお

願いしようとしているんですよね。 

 ですから、そこのところについてはいろいろ市民会議からも意見が

出ていましたので、そのあたりはこの審議会の場でも、いろいろと御

意見をいただきたいなと思っています。 

 この後、先ほどの御説明だと、要項についての意見を欲しいという

ようなこともおっしゃっていただいたわけなんですが、スケジュール

的には、いつ頃に募集していくのかという辺りをちょっと確認させて

ください。 

 それから、利用がこれまでなかなか低かったということの理由は、

幾つか挙げられておりましたが、やはり広報が足りなかったかなとい

うのは、１つはあると思います。 

 それと、市民から挙げられていたのは、申込みが非常に特殊で、一

般の小金井市の公共施設であれば、その施設に行って申込みができる

んですけれども、それができないわけですよね。環境政策課に行って、

実際に、申込みもして、お金も払ってということをしないといけない

というところが、すごく利用しにくいという声がありました。 

 これについては、また変えていくというお話は聞いていたんですけ

れども、その辺りも今、どうなっているのかということも確認させて

ください。 

 ２点です。 

高野係長   環境係の高野です。 

 指定管理者制度につきましては、市立公園と一括して同じ事業者に

と考えているところです。今ちょうど、サウンディング型市場調査と

いうもので、実際にそういった事業者さんと対話というような形で、
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市からはこういったことをしてほしいであったり、事業者としてはこ

んなことができるというようなことで今、お話を進めているところで

す。 

 なので、基本的に、市立公園と環境楽習館であれば、例えば自主事

業で、こういったアイデアができますよというようなところでのお話、

概要的なところではありますが、進めているところです。 

 あと、募集につきましては、指定管理者の募集自体は来年１月を予

定しております。ですので、募集要項につきましては、またこちらの

審議会と、あと、緑と公園係が担当している緑地対策保全審議会とい

うところがありまして、そちらでも募集要項のほうは中身を確認させ

ていただくということで、説明させていただきたいと考えています。 

 またあわせまして、環境市民会議であったり、環境美化サポーター

であったり、関係団体の皆様にも、募集要項を全部ではありませんが、

指定管理者の役割であったり、基本的な考え方であったりというとこ

ろは先に御確認していただいて、進めていきたいと考えているところ

です。 

 あと、田頭委員からもお話があった、今、利用申込みのほうが、館

内ではなくて、環境政策課の窓口でしかできないといった御不便があ

るというようなお話をいただいているところです。 

 こちらにつきましては、指定管理者制度を導入する際には、直接現

地で利用申込みができるような形を考えているところです。ただ、そ

ちらを開始するのが令和６年４月というところになりますので、それ

までの期間に、今の現状を維持するかというと、そういったところに

つきましては、もう少し早めて、指定管理者制度を導入する前に、違

うやり方で、今、委託している事業者さんのほうに直接できるような

形になるのかというところを検討しているところです。 

 そして、公共施設関係で、ほかの公共施設も含めてですが、公共施

設予約管理システムということも進めておりますので、そういったと

ころとも整合性を図りながら進めていきたいと考えております。 

 私のほうからは以上です。 

岩佐課長   ちょっと追加して、岩佐ですけれども、さっき、要項の作成につい

て、どのぐらいの時期かということで御質問いただきまして、先般、
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市民説明会をやったときに、やっぱり市民の意見とか関係団体の意見

を募集要項にも反映させていけるように、そこら辺が大事だよという

ことを専門家の方からいただきました。 

 要項のほうは秋頃にある程度、固めていきたいということで考えて

いますので、この夏に、市民の方とか関係団体の方に、いろいろ御意

見等をいただきながらつくっていきたいということで考えております。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 

 土屋委員、お願いします。 

土屋委員   質問が１点と意見が１点なんですけれども、まず質問が、環境楽習

館の利用者数が少ない理由の一つとして、立地条件があまりよくない

という話でしたけれども、計画が始まった段階のときに、場所をどこ

にして、利用者がたくさん来るかどうかという話合いがなされて、そ

の結果、ここに建設になったのか、その当時の流れがちょっと知りた

いかなと思ったので質問が１個と、意見で、市のホームページ等でも

見られるという話だったんですけれども、環境政策課がどうこうとい

うわけではなくて、そもそも小金井市のホームページ自体がすごく見

づらいと思っているんですね。 

 これは、僕は市長と結構お会いする機会が何度もありまして、その

たびに言っているんですけれども、なかなか改善されていないので、

もし可能であれば、本当にホームページを更新していただきたいのか

なという、願いも込めての意見です。 

 以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

高野係長   環境係の高野です。 

 立地上、位置があまりよろしくないということで説明させていただ

いたところです。私のほうが説明のところで、最初、割愛させていた

だいてしまったのですが、そもそも環境楽習館というのが、二酸化炭

素削減の効果を１年間検証し、その結果を東京都に報告すれば、補助

事業として認められますよという建物になりまして、名前にあります

とおり、住宅型の研修施設という形で、もともとは貸出しというもの

はしておりませんでした。 
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 ただ、検証が終わった後に、公共施設として今後、どういった在り

方をするべきなのかというところを議論した結果、貸出施設として使

ったほうがいいのではかと、東京都にも相談し、条例制定をして、貸

出しをスタートさせたというところになります。 

 なので、最初に研修施設として貸出しをすることを前提としていた

のであれば、もう少し前の段階で議論はあったのかなと思いますが、

位置としてはよくないところもあるというような状況でございます。 

 あと、市のホームページについてです。確かに少し見づらいかなと

いうところはありますが、５年ぐらい前になりますが、今よりも、も

う少し見づらかったホームページでした。かなり見づらかったホーム

ページを、少し見やすくリニューアルして、今のホームページになっ

たというような状況です。 

 やはり市の情報としては、５０を超える課があって、それぞれの審

議会であったり、それぞれの市民生活に係る情報であったり、いろん

な情報をそれぞれの課が発信するというところになるので、どうして

も見づらくなってしまう部分は出てくるかなと思っていおりますが、

昔に比べれば少しはよくなったという状況で、御理解いただければと

思っております。 

池上会長   ありがとうございます。 

岩佐課長   追加ですみません、土地の話なんですけど、もともとあの施設は、

民間のお家だったものを市のほうに譲り受けてというところが始まり

だったかと思います。 

 その中で、市の施設としてどういった建物を建てるかというところ

で、たしか最初は、福祉の関係の建物を予定していたのかなと思うん

ですけど、ちょっと事情によりまして、それが建てられなくて、市と

して環境啓発の手を挙げて、環境政策課のほうで引き受けて、環境楽

習館を建設したというところが始まりだったかなということで考えて

いますので、そういった意味合いで、なかなか立地的に分かりづらい

ところにあるんですけれども、いろいろな魅力的なイベントとか講座

を打っていけば、人も集まってくるかと思いますので、場所だけのせ

いにはせずに、そういったものも我々としてはやっていきたいな、や

っていかなければいけないなというふうに考えておりますので、よろ



 

 － 42 － 

しくお願いいたします。 

池上会長   ありがとうございました。ほかにございませんか。 

 椿副会長。 

椿副会長   今、最後におっしゃった、駅からはやや遠いかもしれませんけど、

すぐ隣が滄浪泉園で、まさにはけ上に立地しているという点で、小金

井市の観光・地域資源と非常に重なる場所だと思います。どこまで情

報をオープンにするか、使用目的をどう設定するのかということはあ

りますが、例えば小金井市の観光関係のパンフレットとかマップに、

はけは大体出てくる、取り上げてくださっていると思うんですよね。 

 せっかくこれだけ環境に配慮した施設として造られているので、そ

うした資料にも掲載いただくのはどうでしょうか。ただ、いろんな人

が勝手に来られたら困るということにもなるかもしれないので、その

辺は議論が必要だと思いますが、滄浪泉園とセットで活用を考えるこ

とが、滄浪泉園の自然環境・生態系も含め、まさに環境として活用し

ていくということになるんじゃないかなというふうに常々思っていた

ので、御検討いただければと思います。 

池上会長   ありがとうございました。よろしいでしょうか。 

 それでは、あまり時間もありませんので、次に進みたいと思います。 

 次の９番の報告事項に移ります。 

 まず、事務局のほうから提案があるようですので、説明をお願いい

たします。 

高野係長   環境係の高野です。 

 今回は、令和４年度の初めての審議会でございまして、報告事項が

非常に多岐にわたります。したがいまして、時間的制約もありますの

で、これから報告させていただく項目の御質疑等につきましては、本

日配付しました参考資料４、報告項目質問票で、次回までに事務局に

お知らせしていただきまして、次回、委員会におきまして結果を配付

させていただくこととしたいのですが、いかがでしょうか。 

池上会長   事務局から提案がありました。次回までというのは、提出期限は７

月１２日と参考資料にあります。 

高野係長   はい。７月１２日までに御意見をいただいて、次回のときに、その

御意見に対する回答を事務局のほうからさせていただくという形にし
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たいと考えています。 

池上会長   今の提案に関しまして、皆さんいかがでしょうか。よろしいでしょ

うか。 

田頭委員   田頭です。ちょっと事前に調べておいていただきたいなと思うこと

もあったりして、それが、７月１２日に提出して、次の審議会で間に

合うのかなと、その辺の心配は多少持っておりますが、可能であれば

そういう形でも構わないか。 

高野係長   。そうですね、１２日までにいただいて、もし、次回の時までに間

に合わないのであれば、その次の審議会か個別にお話しさせていただ

いてから次の審議会で皆さまに共有させていただければと思っており

ます。 

田頭委員   すみません。基本的な協力はしたいと思っておりますますので、そ

れでしていただけるなら構いません。 

高野係長   はい、お願いします。 

池上会長   それでは、皆さんよろしいでしょうか。 

      説明を聞きながら、参考資料４のほうにご記入ください。 

高野係長   参考資料４については、紙でお配りしているところですが、審議    

会が終わってからメールでデータを配信いたしますのでメールでの提

出でも大丈夫です。 

       よろしくお願い致します。 

池上会長   わかりました。ありがとうございます。 

       それでは、次第９報告事項の「（１）令和３年度省エネチャレンジ事

業実施結果について」から「（４）令和４年度環境政策課環境係の事業

計画について」までの報告を事務局からお願いします。 

荻原専任主査 まず、「省エネチャレンジ事業」につきましては、昨年の３月に「小

金井市地球温暖化地域推進計画」を策定いたしまして、地域から温室

効果ガスを削減していくというなかでは、小金井市からの温室効果ガ

ス排出の８割９割が家庭部門、事業所部門から排出されていますので、

そこを狙いうちにした事業ということで４月から始めた事業です。一

般家庭、事業所の５０組を募集数といたしまして、８月と１０月、１

２月の３か月間、電気とガスの使用量の削減に取り組んでいただきま

して、前年度よりも減っていたら商品券を差し上げるというものです。
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家庭部門、事業所部門に対して、温暖化、温室効果ガス削減の啓発を

狙った事業です。募集５０組に対しまして一般家庭が４５世帯、事業

所からは５事業所、合わせて５０組参加募集がありました。 

       結果といたしましては、家庭部門４５世帯のうち３５世帯が報告書を

提出してくださいました。世帯数の構成や年齢構成、取組んだ行動な

どが資料４の１ページ目に書いてございます。それから、裏面にいき

まして、前年比削減率というところで、３％以上減っていたものが商

品券をもらえる対象となっていて、３％以上６％未満のところが１ポ

イントとなってございます。６％以上１０％未満となったところが２

ポイント、１０％以上１５％未満が３ポイント、それから１５％以上

が４ポイントという形で、１ポイント５００円なので、４ポイントい

きますと２０００円分の商品券となります。商品券といっても、小金

井市内で使っていただけるように市内でしか使えない「さくらギフト

カード」というものをプレゼントしました。電気はマックスで２００

０円、ガスもマックスで２０００円分なので、両方とも１５％以上減

らした方には合計で４０００円分のさくらギフトカードをプレゼント

させていただきました。 

      参加者の感想もそこに書いてありますので、お時間のあるときに見てい

ただけたらと思います。 

それから、事業所の方につきましては、５事業所の申込みがありまし

たが、最終的に報告書を提出してくれたのは、３事業者でした。それぞ

れ、結果報告として、取組んだ省エネ行動とか、感想となっております。 

       どちらも、特に家庭の方は、コロナの関係で在宅勤務などで家にいる

時間が増えたので、なかなか減ったというよりも増えたところが多か

ったというところが大きな感想です。ただ、省エネに取組むことは大

事なので、コツコツとやっていきたいという感想をいただいておりま

す。 

       簡単ではございますが、以上です。 

高野係長   続きまして、令和３年度環境啓発事業実施結果について（資料５）

ご報告いたします。 

表紙をめくっていただいて１ページ目がクリーン野川作戦の記載と

なっております。 
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概要が２つあり、５月２９日と１０月２３日記載がありますが、いず

れも新型コロナウイルス感染症防止のため中止となっております。 

感染状況を注視しながら、記載のとおり準備を進めておりましたが、

開催することができませんでした。 

なお、今年度については、野川フィールドワークとして９月１０日

（土曜）に開催する予定で準備を進めているところです。 

次のページをご覧ください。 

環境フォーラム 2021in こがねいについてです。 

展示企画を宮地楽器ホールで、ワークショップを環境楽習館で、映画

上映を環境楽習館とオンラインで実施し、合計で 1,138 人の方にご参加

いただきました。各企画の詳細は報告書をご覧ください。 

最後のページをご覧ください。環境施設見学会についてです。 

 

８月２３日と３月１５日の記載がありますが、いずれも新型コロナ

ウイルス感染症防止のため中止となりました。 

報告は以上です。 

荻原専任主査 続きまして、「資料６ダイオキシン類調査について」です。 

       資料６をご覧ください。 

      この大気中のダイオキシン類は、ゴミなどを不適切に焼却することで発

生する猛毒なダイオキシン類が大気中にどのくらい含まれるかを監視

している事業でございます。 

       １ページ目をご覧ください。 

      夏と冬、年２回測定しております。測定している箇所につきましては、

３ページ目をご覧ください。保健センターの屋上と東センター２階踊

り場で測定しております。４ページ、５ページ目が採取地点となって

おります。６ページ目にそれぞれの結果がでておりますが、令和３年

度の調査結果は、平均値０.０１８となっておりまして、環境基準０.

６なんですけれども、これの３３分の１程度となっておりまして、低

い値となっております。 

       簡単ではございますが、以上です。 

       次に「資料７自動車騒音常時監視調査結果について」です。 

       これは、状況把握を継続的に行うことを意味しておりまして、常時監
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視といいましても２４時間連続的に監視するということではありませ

ん。ここでいう常時監視とは、自動車騒音を継続的に把握し環境保全

のために情報提供をすることとなっております。こちらは、市内にあ

ります６本の都道を１１か所に分けまして、その１１か所を５年間で

ローテーションして常時監視しております。なので、年に２地点もし

くは３地点ということで測定を行っております。令和３年度の測定地

点につきましては、２ページ目、３ページ目をご覧ください。武蔵小

金井停車場貫井線「行幸通り」と言われているところと、府中小金井

線「東大通り」です。３ページ目に調査地点が載っております。 

それから、４ページ目にそれを拡大した詳細図が載っております。 

この常時監視は道路端から５０メートルの範囲にある住宅にどのくら

い騒音の影響があるかを調査しているんですけれども、その調査結果は

２１ページになります。 

２地点の道路から５０メートルに面している全戸数は２７０１戸ある

んですけれども、昼夜ともに環境基準値以下だったところが２６９７戸

で割合としては９９.９％の達成状況となっております。 

これは、先ほど、５年間でローテーションしていると言ったんですが、

５年前、平成２８年度に同じところを測定していますが、９９.４％で

したので、０.５％程達成状況が上がっているという状況になっており

ます。 

こちらのほうも、資料がたくさんついていますので、お時間のある時

にご覧になってください。 

 こちらの報告は、以上です。 

 引き続き「資料８道路交通騒音・振動の要請限度調査結果について」

となります。 

 資料８をご覧ください。 

こちらは毎年市内にある６本の都道の騒音・振動を調査しております。 

 １３ページをご覧ください。 

こちらに調査結果がでております。６本の都道なので、６地点で測定を

しています。騒音の方は、環境基準と要請限度が定められていまして、

要請限度を超えていると、道路管理者に対して改善を求めることがで

きるとされていますけれども、どちらの基準も満たしておりました。 
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 続きまして、振動です。３３ページになります。 

振動の方は、環境基準値が定められていませんので、要請限度のみで

す。６地点とも要請限度の基準を満たしていました、という結果になっ

ております。 

こちらのほうも資料がたくさんありますので、時間がある時にご覧く

ださい。資料８の報告は以上となります。 

 次に「資料９大気質調査について」です。 

こちらは、自動車排気ガスが主な原因とされている二酸化窒素濃度で

す。住宅地及び道路沿道の交差点など市内５０箇所で測定しております。

それから、浮遊粒子状物質。こちらは、大気中に浮かんでいる粒子状の

物質です。工場から出てくる煙だとか、土埃の中に含まれている微小な

１０マイクロ以下の粒子物質です。粒が非常に小さいものですから、吸

い込むと気管支や肺に影響があると言われている物質です。 

これらを調査することによって市内の大気環境を監視しています。測

定している地点が２ページ目になります。二酸化窒素濃度は、住宅地域

は３１地点。それから、交差点地域１９地点、合わせて５０地点で測定

しております。浮遊粒子状物質の測定は、武蔵小金井駅前交番と新小金

井交番のところ、２か所で測定しております。 

 次に、３ページ目が市内のどこで何を測定しているかを赤丸、青丸、

黒丸で打ってあります。それぞれの結果なんですけれども、５ページ

目に二酸化窒素濃度の結果がでています。いずれの地点も環境基準を

大きく下回っておりました。それから、１０ページ目に浮遊粒子状物

質の測定結果もでていますが、こちらも環境基準値を大きく下回って

いました。 

ということで、小金井市の大気は比較的きれいだということになりま

す。 

 簡単ではございますが、以上となります。 

高野係長   水質監視測定及び湧水調査について（資料１０）ご報告いたします。 

事業概要については１ページ下にございます表１－１をごらんくださ

い。 
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市内１３カ所の井戸水の水質監視測定を年４回、小金井市における

野川最下流部の柳橋下にて水質監視測定を年２回、市内４か所で湧水

の水質監視測定及び水生生物の調査を年２回、行っております。 

      調査地点につきましては、２ページ目の地図をごらんください。調査

結果については６ページ以降に記載されております。 

 

始めに井戸水調査についてですが、１１、１２ページに検出状況 

をまとめてございます。 

 

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレンは一部、硝酸性窒素は

すべての地点で検出されていますが、環境基準の超過はありませんで

した。 

１３ページには過去２年間の調査結果との比較が記載されておりま

すが、一部の例外はありますがほぼ同様の検出状況でした。 

次に野川調査については１５、１６ページに記載されております。 

調査結果についてですが、水素イオン濃度、BOD、大腸菌群数が低い値        

となっています。これ以外の項目は例年の計測結果に近い形となってお 

ります。 

すべての項目について環境基準値を超えませんでした。 

最後に湧水調査については１７ページ以降に記載されております。 

有機塩素化合物は全地点で検出されませんでした。硝酸性窒素につ

いては環境基準を超過していませんが、やや高めとなっております。 

これらについては例年同様の結果となっております。 

１９ページ目以降は、水生生物や各藻類の結果についての表がござ

います。 

きれいな水の指標種が確認されていることから、比較的良好な水質

が保たれているものと考えられます。 

報告は以上です。 

       続きまして、地下水位測定について（資料１１）についてご報告い

たします。 

この調査は令和元年度より市で測定を開始しております。 

調査概要ですが、１１か所を毎月下旬に手動で測定するものです。 
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調査地点につきましては、３ページ目の地図をごらんください。 

市域全体の地下水位を把握することを目的として、１１か所を選定

しております。 

結果については５ページをごらんください。 

令和元年度からの結果同様降水量に追従して上下する傾向が見られ

ました。９月に１０地点で最高水位となっており、７、８月の降水量

の影響を受けたと考えられます。 

今後も測定を継続し、情報収集、情報発信してまいります。 

       続きまして、令和４年度環境政策課環境係の事業計画について御報

告いたします。資料１２を御覧ください。環境政策課は環境係と緑と公

園係の２つの係で組織されております。緑と公園係の事業計画につきま

しては緑地保全対策審議会での所管事項となっておりますので、本日は

環境係の事業計画につきまして主だった事業の説明をいたします。 

３ページの環境対策事務に要する経費を御覧ください。こちら事業

      全体では３２５万５千円と大きくプラスになっております。主な理由

      は、今年度から次世代自動車普及促進補助事業（３２０万円）を新規

      で開始したものによるものです。４ページの環境啓発に要する経費を

      御覧ください。 

こちらは、前年度比５０９万７千円増となっております。 

前年度と比較して、「環境教育事業」の対象校を１校から３校に拡充

      したこと。間伐材の加工体験等を行う「子ども環境ワークショップ」

      の対象者を小学生のみであったものから、中学生、高校生も対象とし

      て拡充したことと、新規事業として間伐材の伐採や伐採した間伐材を

      使用した木材加工など未来を担う子どもたちの森林保全の意識啓発を

      図る事業である「森林教育事業」を新規で開始したこと等によるもの

      です。 

令和４年度の環境係のトータルの予算は、前年度比プラス８８７万

      ３千円で、３，８９９万６,０００円となっております。報告は以上で

      す。 

       その他といたしまして、令和４年度小金井市環境賞についてご報告

いたします。資料はございませんので、口頭でのご報告となります。 
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       市では、環境に対する意識を広く醸成するため、令和３年度まで環

境活動に功績のあった市民、市内の団体または事業者の小金井市環境賞

の表彰を行ってまいりましたが、近年ではご推薦がない年度も生じてお

りました。このことから、環境に対する意識を広く醸成するという目的

を達成するため、市内の小中学生に環境に関する絵画等の作品を募集す

る形式に変更することを検討しております。 

       詳細は市報 7/15 号に掲載予定となっております。 

       事務局の方からは、以上となります。 

池上会長   はい、ありがとうございました。 

       それでは、次第９「報告事項」の全ての報告が終わりました。 

    それでは、先ほど事務局から提案がありましたとおり、報告事項に

ついてのご質疑がある場合は、配布された「報告事項質疑票」にご記入

いただき７月１２までに事務局へ提出するというかたちで行いたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

次に次第１０「その他」にいきたいと思います。全体を通してご意

見等ございましたらご発言いただければと思いますがいかがでしょう

か。特にないようであれば、次の議事に移ります。 

次第１１「次回審議会の日程について」です。事務局からお願いし

ます。 

高野係長   次回の第２回環境審議会の日程について報告します。 

次回の日程につきましては、先に皆様にメールで通知させていただ

いたところですが、８月１０日午後２時から市役所第二庁舎８階の８

０１会議室で行います。 

通知や資料送付についてはまた別途開催が近くなりましたら発出い

たしますのでよろしくお願いいたします。 

池上会長    はい、ありがとうございます。何か質問等ございますでしょうか。 

荻原専任主査  最後にひとつアナウンスさせてください。 

        先ほど、令和３年度の省エネチャレンジの報告をさせていただい

たんですけれども、ただいま、令和４年度の省エネチャレンジの参加

者を募集しておりますので、小金井市民の方はぜひご参加いただけれ

ばと思います。ホームページからも申込みできますので、ご参加して
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いただければ思います。無理のない節電で参加していただければ結構

ですので、よろしくお願いいたします。 

池上会長  はい、ありがとうございます。他にご意見ありますでしょうか。 

ご意見がなければ以上をもちまして、本日の議事はすべて終了いたし

ました。 

本日は、これをもって令和４年度第１回小金井市環境審議会の会議を  

閉会いたします。 

長時間お疲れ様でした。 

 

―― 了 ―― 


